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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　培地な用い定鍬的に検査し，更に分離されたE，CQli

　　　　　　　　　　緒雷　　　　　について舳瀞醗類を行幅その幽を暴す
小1陳狭鞠よ醐蹴どの1鰍の原障より1熔　る。とに」、つて復撫鵬内購鞄一端蠣い筋
の停滞鮎じた鵬調管1メヨ鋤騰こ ﾀ咬鋤灘　5とした．ま規の際謝叢と搬物質との1縣謝
ること蝋に融1のことでありt腸騰物腿ゆ　勲の蝋と礪リ。櫛内礪灘の1懸につ岡

制麓翻論蕪難購楚譜験も繍・い・・か・・麟たの嚇す・・

　また，腸内容の陣滞の機序が騰閉塞症とは拳異なるが，

小腸に先天的あるいは八蜘。謙が燃され，そ。　　　　実験方法
に伽容が惇撒醐合識菌数の勒および鹸の　轍勤
変化する鞭醐らかとなり繭研ミ的には，吻舗　 体卿吻1な後嚥鰍犬を用いた・こ紡の犬は少

⑪⑫，繍部ポウチ形雌⑭あるい尋醐翻継⑭な　なくとも1力朋上鍬的燃康状態を灘し・か
どと呼ばれるいわゆる“Blind　Ioop　syndrom”の原　　　つ肥常固形便を排泄することを確かめた健康な犬で

因かつに陥内に嬬に踊塘細齢その鍛を　ある・また㈱砂なくとも聴間前に駆虫勲撚
演。。い。、す研究都多い阻実験的にも多く　・た螺蝶には・ビチ・⑪〔2－・2ノーチオ・・…6一

の研究激され瀦果鷹ぼ＿致しているようである　ジク叩フエノ”一　’”）〕を5°mp　／　ieg・サイベソーf　’“一

⑰一＠。　　　　　　　　ル⑬〔2－（4’一・アゾ・一・）一べ・ズ・・〃一ル〕を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50㎎／彫使珊した。更に，手術の前日ないし数日葡
　しかし，腸管内細繭叢については，種々の細菌群が
あ礪での平鰍鞭保つている。とは想像されてい　に1便をD・H・L・およびS・S・報培地に鞭して，

るが，実験手』蜘な制約もあり，この加の研究はそ　既知の病園生）IS一内細菌（Sa！m°nella・　SsよびShigella）

の緒につい燃かり嚇勘る．例えば，小撚で内　の有鰍髄した・e2・6の踏の糊も蝋の犬で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あると判定1たものを開腹し，小腸の各都f立（図1に
容の停滞による細菌の増殖があつた場舎にそれは唯単
セ。粧する各離慨の鯨の比率でそれぞ禰加す　示す）の船を採取したのち・甜髄設した・難

るものか或いは他の殿る蘭によつて冒誠され礪　繊は3～18日して・寳管および小腸の・榔位の内容

叢となるものか否かについては，必ずしも詳かにされ　　　を採取した。更に一部の犬からは腸間膜リソパ節およ

。いるわけで臆、。　　　　　　び右結腸・・櫛⑳の一部を舗舳・撚し・それ

そ。で著者は減犬を恥，小腸に龍・雛飢，　それ細欝的髄鰍した・

その手術前後の腸管内の昏部位の各菌種の変動を選択
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に圓宙部より100nt離れた口倒の回腸とこの剖1より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　更に80（Ml離れた口側の照腸と順蠕動甘llに側々吻合し1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃　　形成された蝸醐拗舗より2。繍、プ訓・・」fiVl－（i・

X　　　　　　　　　　　切離し，断端を上述のように閉鎖したもの（小腸下部

＋＝指腸空融　…　　　　　S，，f．，、11、。9・b1、。d　1。。，）およ、・欄一ドllll・dll1撫，

　’

　1
ノ

！

ノ　！

80　cni“Self－－filling「’1〕1ind　loop），　更壱こ1司IL￥te，）／休fjこ蔑C’

小腸係蹄の艮さを50伽にしたもの（小腸下部鼎釧

’　1　　　㈱。よつて1職した・・、初蝸聯を伽llllより・

’，　ω　　　・繍・た・側で嫌し・醐翻雛悼’（小断

　　　・　　　　3
’／　　　　　　　　　　　　　　　　ほ使用しなかったが，術後の皮囎縫合創にほ，ノベク

｝！“t80Clll‘‘Self－emptying”　blind　1（，op）犠ごf／1勾諺罵しゾ：：o

　これらの犬には，術前術後を通じて一・切の抗生物質

・齪　　　　　　，。＠＠⑳搬肌た。
　もN　、、

、

　、
　、

・　・　　　4　　　　　　　　　　材料採取部1立ならびに方法

採取部位は上部腸瞥blhエd　l‘，opの場合，吻禽、答れ

＼・　（5）　　　　る腸髄・働、よぴ1］’1’r・］側，爵馳沖央1鵬脳・怖
、

　　　　　　　　　　、　　．　　　　　　　　　　　部億および回欝部弁より工2σ〃IR側の下部腸管の4プ，所

　　　回鱒　 ”6 @蝿　脚の1，・2…，・〕か・採取・た・
　　　蝦起、蓼ニー。　　，識欝撚灘漏緯磐1糠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　び肛門側，将来蒋瞥となる小腸の中央部の4力階〔図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1の1，4，（5），6〕から採取した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2回目の開腹の際は，上部腸僻blind　loopの場

　　　　図1材料採取部位　　　　　　　合，欝管そのものおよび欝管開口部から5　cm離れオニn

鷺ll纂欝灘｝に羊・当す轍騨膿？灘1糟［糠騨案1：
　　a：腸間膜リソパ節　　b：右結腸リソパ節　　　　　腸管blind　10QPの場合も宿管そのものおよび欝管開

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口部から5Cη1離れた口側および肛門側の部紘，奥に十

手筋法　　　　　　　　　二制腔腸曲より1江酬12㎝の部⑳勅所〔邸
餓は，術前24嚇柔水以外の繍襟じたが，術　の1，4，（5）・　6〕から撫した・

御手術した劉ヨか獺形餓与えた。　　　　リソ榔は・腸間脚ン櫛およ鮪翻リン櫛
囎、5％，。，．，⑬（ぺ。・バ、レビ・一・・L一ナ1一　の1繊舗轍1踊出ないし贈した・〔図1のa

リウ。）を用、、鞠吻の割合で後脚筋肉内に酬　およびb〕

し鋤糟蠣した。　　　　　　　1幽容は小腱闘1塁llをh［1　z・・’°醐酬負寄硝接
盲管の徹方法・＋二胤空腸Illlから・。e・nljll’FH側・　鯛採取し鱗は幡撒齢し閉脇た・な掛

甥と。の部よ卿。8。蝋れ耀1酬鵬動性剛　細榊1については課騎に東洋鰍鰍騨によ
棚合し，人工的に作成さ、、削、腸係蹄のfi：1：門側を吻　り・1’1　tl9’it測定した・

合部より2απ離れた口側部位で切離し，それぞれの断

鞭全離合，備撒齢。剃羽鎖した。（。れを　　　樋学繊勧法

仮りに，小腸上部80αパ‘Self－filling”blind　loopと　　　腸管には各種の菌が棲息していることが知られてお

する）同様の術式で・1腸係蹄の畏さを50㎝にしたも　　　り⑳，この種の爽験ではすべての菌種の消長な建lll的

の（小腸上部5（、om‘‘　Self－fiUing　”blind　loop）お　　　に調べるのが理想的であるが実験手披的に欝易なこと

よび上述のように作成した8t，　cmの小腸係蹄をその口側　　　ではないので，空要な病練菌を奮む次の各繭繊【こつい

で即ち吻合部より2仰離れた肛門側で切離し，断端を　　　てのみ検索した。即ち，腸内細菌（Enterobucteria－・

同様に閉鎖したもの（小陽上部8〔｝cm”　Self－emp－－　　ceae），ブドゥ球繭，腸球菌および嫌気1性1簡（Cl《｝st－

tying　“blind　loop）を作成した。　　　　　　　　　　　ridium　welchii）でありt－一部の材’斜にく）1，《は，こ
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れら以外に真菌（Candida）も含めた。　　　　　　　　耳貴を各平板培地に接種，培養，分離し同様な検査iを

　　本爽験における各菌種の定義　　　　　　　　　　行なつた。
腸内　1　菌・D・H．　L．培J也⑳およびS．S．培地V・よ　　腸1・ヨ緬繍の離法

り37°C，24時間培峯奄ののち分離し，菌数の卸定はD．　　　D．H．LおよびS．S．平板培地に発育した纂落を，

H，L培地上の集落数とした。　S．　S，培地を併用した　　　Kligler培地に接種し，どの属の菌種かのおおよその

理由は，E，　CQIiなどに比鮫して少数しか存在しない　　　見当をっけ，　Lysine脱炭酸能，工ndol嵐生能，尿素

Salmone1la，　ShigellaないしProteusなどの消炎　　　分解能およびV・P，反応を調べて菌種を決定した。

を知るためである。　　　　　　　　　　　　　　　　　また時に憾じてSimmollsのCitra七e培地も使用し
　ブドウ球菌：スタヒロ：ツカス培地No，110⑳を用　　　た。

い，37°C，48時間観に増殖した集蕗鑑女をもって材料　　　　　E，coliの0群分類法

中の菌数とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原則として，Edward＆Ewing⑳の方法によつて

　腸球菌（Enterococci）：SF培地⑳に37°C，48時　　　実施した。

間培養したのちに発生した集落数をもつて材料1こ1：1の菌　　　　使用した抗前L清は既知のE，coli　o　1～．1．4．7（31，

数とした0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47，67，72，94，コ22を除1く）　およびこ才しら｝こ属さな

　嫌気性菌：もつばらCl・welchii癒対象とし，カナ　　　いOm　1～13のOKII［L清或いは0血清であり，これら

マイシン（50μg加の加のZeissler培地卿（人保存ltlL　　は本学糸【ll菌単教蜜崖1家製のものである。

10％加）により，Rosentlu　1法で嫌気的に37°C，48　　　先ず，前述のように生化学的悩1状を調べてE，　coli

時・闘培養した。菌数の算俺は・既知のC1・welchiiの　　　と考えられた菌株をブイヨン　（0，1％ブドウ糖加）に

集落に類以し，かつ明らかな溶亘自L燦（β一1iemolysis）　　　接種し，37°C，20時間培養したのち，1，00°C，11．ERi間

を有する集落を選んで行ない，その集落数なもつて材　　　加熱し，これに岡議の0，5％石炭酸加食塊水を加えて，

料中の菌数とした。なお一剖1の菌株については，グラ　　これを0抗原液とした（おおよそ5×108／認個の菌を含

ム染色によつて形態を確めた。　　　　　　　　　　　　む）。　なお，加熱後に肉然凝集を起した菌株はRou一

　真茜類：Candidaを対錬とし，自製の水野，高田　　　gh相菌と記録した。

培地を平板とし，シヤーレをセロテープで轡閉し，37　　　次いで，小試験管に前記のE．coll抗1直L漕を11の群

゜Cで少くとも1週闘培養し，発育した黒色のCan一　　に分けて混合してある多価血溝（斉」血溝の濃度は0抗

didaと判定される簗落を数え，材料中の菌数とした。　　原液を加えたのちに500～2，〔〕00倍になるようにあらか

なお一部の菌株｝こついては，Corn　ineal　agarに1妾種　　　じめ稀釈してある）を0．珈6ずつ分注し，さらに0抗

し仮性菌糸の生ずることなどを確かめた。　　　　　　　原液を0・4彫ずつ加えてから，50°C，2〔〕時闇後にその

　　菌数の算矩方法　　　　　　　　　　　　　　　　　成緻を肉眼で判定した。

　前述のように採取した腸内容を，iちに培養試験に　　　　次いで，明らかな凝集を示した管（縷数の場合ほそ

供した。先ず各材料の重搬を測竃し，10傭稀釈法を用　　　のすべてについて）に含まれている各庶清の個々につ

いて，原材料の1｛14削10’7までの各稀釈液をつくつ　　　いて禧び同様な方法で凝集反応な行なつて供試株の0

た。次いでこれらの各稀釈液から適当な稀釈のものを　　　抗原を決定した。なお，後者の場合には吸収血清を使

2～4本を選んで，その各0．1彫ずつを前述の各平板培　　　用してスライド凝集反応によつて0抗原を決定したも

地に滴ドし，コンラ…一ジ棒で全面に塗抹，接種し褒面　　　のもある。

をよく乾燥させてからそれぞれ必要な時間培養した。　　　　最初の妬価血艮澗による凝築反応で，いずれの管でも

　培養を終了した各単板は各稀釈のものを比較してそ　　明らかな凝築を示さなかつた菌株，または個々の抗fAL

の集落数がもつとも適当と考’えられるものを選んで葉　　　清についての凝簗反応において明らかな凝集を示さな

落数を数え原材料の19当りの菌数を算出した。　　かつた菌株のo抗陳は分類不能とした。

　リンパ節も，無菌的にその重鐙を測定し，10倍に稀　　　　E．coliの溶血能の検査法

釈されるように滅菌生理食塩水を加え，乳鉢内で海砂　　　　食塩水で数圃洗つた羊i丘1球を普通寒天培地（寒天濃

とともにすりつぶしてEmulsionとしそのO．1m6を　　　度0．7％）に5％になるように加えた培地を用意し，

上記の各平板培地に塗抹1接種し，腸管内由来の材料　　　これに被検菌を穿刺して，37°C，24時間培養したの

と同様な細菌学的倹露をした。更に，増菌の目的で，　　　ち，溶血を起して集落を中心とした透明潔のあるもの

Emulsionのo．5m6をブイヨンおよびクツクトミート　　を陽性とした⑫。

培地に搬種し3「°C，斜時間培養ののち，その1白金　　　　　ブドウ球菌の生物学的性状の検盃法
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　ゲラチソ液化能1スタヒロコッカス培地No，110に　　　　　　　　　　　　結　　果

接種し，37°C，48時間培逓後に20％スルホサリチル　　　　　　1）　上部腸管寅管造設f列

酸を澗下し，集落の周囲が透明になつたものを陽性株　　　　　a）　“Self　enlptyin9”blind　1（，OP（壷1・，2，3）

とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盲管を80cMとし，：L6日口に再耕P鹿した。

　コァグラーゼ産生能；家兎血L漿に食塩水を加えて　　　術前は，宙惜の下部に相嶺するところに，腸内細菌

5倍になるようにし，これをα5紹ずっ小試験管にと　　およびウユルシ晶菌が少数認め細したカ㍉術酸幡腸内

り，被検菌の1白金耳量を接種し37°C，24時間培養　　　細薗，ブドウ1球菌，腸球薦およびウエルシごム菌が著明

したのち，血漿がゼリー状に圃つているもの，フイブ　　　に増殖していた。しかし，爵管内の菌数は町管以クトの

リソが袋状の被膜を作つているものおよび血漿が管底　　　部位に1，ヒして明らかに少なかつた。即ち腸内細菌1凱他

に析出しているものを陽性とした。　　　　　　　　　　の部1立のそれと養暴が1鑑められ陰いが腸餓菌およびウ

　溶血能：前述のE・COliの場合と同じである。　　　　　ユルシ凱萬は存掘しなかつた。

ブ・テアー纏生能・C。w・1・＆Stee1⑳の方法に　　腸内糸脳は，術1）ii　E、　c・1iのみであ・；）娯、4）が，術

よつて調べた。被検薗を6％脱脂粉乳加普通寒天墨音地　　　後E．coliのほかにProteus，1〈lel）sieeZlatお」二ぴ

に穿刺し，37°C，2週間培養したのち，禦落の局辺　　　Citrobacterが珪田包しll聡・かノ盈菌鰻の嚢鋤がみゐれ

に透明環の生じたものを陽性とした。　　　　　　　　　た。

表1　　　　術1前・術後の’菌数の饗鋤
　　　　＿i二警聞勢窪穿餐i智造設｛列　（‘‘Self－emptying”blind玉00P）

、論雛

術

前

術

後

腸細 D，H．L．
内菌　　S．S．

ブドウ球菌

腸　球　薦
ウェルシ畠菌

カ　ン　ジ　ダ

腸細 D，H，　L，

内菌　s，s，

ブドウ球菌

腸　球　繭

ウエルシユ菌

カ　ソ　ジ’ダ

NQ，3

1　1　（2）　1・3　i　6
0

0

0

0

0

※

1，0x108

3，2v107

3，0×102

1，0×106

1．7×loa

※

0

0

o

0

0

※

8．Oxio6

1，0　×　ios

1，0x102

o

0

※

7．o×：1（）8

0

o

0

2，　O×102

※

3，2×107

4．O×IQ6

3，0×1｛，B

6．0×104

4，5×108

※

※

※

※

※

2，6×108

6，0×1．oe

0

4．0×106

4，0×106

、　　※　　　、 ※

　※；未検査

菌数：材料19当りの数値

表2　　　術前。術後の陽内細菌叢の変動
　　　　　上部腸管歯管造設例（‘tSelf－emptying”blind　loop）

奮総＼術　前 術　　　　　　　　　後

1
一 E．coli，　Proteus，　　Klebsiella

（2）
一 E，coli，　Citrobacter

No．3 3 E．coli E，coli，　K1eb盲ieila

6 ※ E、coli，　Proteus，　　Citrobacter

※：未検査
一：腸内細菌が分離されない
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表3　　　術前。術後の大腸薗0群の変動
　　　　　上部腸管i葺管造設1ダlt“Self－－emptying”blind　loJp）

魔iミ総一、

No．3

1

（2）

3

6

術　　　　　前

05
※

術　　　　　　　　後

？

0　2，　　　　　Q　19，　　　　　？

？

？

？　：分類不能株

※：未検査
一　：E．coliカミ分・｛雛さ才t’ない

　火腸菌の0群では，術前05であつたが，術後02，　　　がみられ，実験例No，1およびNo，17にも同様の傾向

019および分類不能株からなつていた。　　　　　　　　がみられた。

　　b）・S・lf－filli・9・　blind　1・。P俵4，5，6，17，18）　　E・cQliの湘朧は，爽1駈！例N。・17，18について調

　糞験例No．1：盲管・の畏さは80G〃1にし，12日目に　　　ぺたがすべて陰性株であつた。

MF・・」：・Pl9・ll！F｛　Lた。　　　　　　　　　　ブドウ嚇fの生物学1㍑1歌は1実験例N。・17・18に

㈱1術後樋じてE．。。liとe7．。”ル彊菌が認N－）E，　ついて調べたが1猫矧Nq　17の徽刎胴脚ン

れ，術後腸内細芝雪灘度に増加し1＞．，・、レv’　wYL菌ととも　櫛内e：・ゲラチ・および伽テアーゼ醐麟が出

に贈榊心として増慰　lf鰯ひろがっていた。　　肌ているが，一般に繍i∫徹における囎内および

大嚇の。群は，徽。32，。8Sが小隣部鵬認　リンノ櫛内1聡脆鋤醐らかで臆かつた・・1－「

められ．f嘩。25および。59および分類磯株か暁　燃ついてeaz・轍例N°・17繊びN°・18について

つていた。　　　　　　　　　調べたが・㈱∫砒し術後はアル州噸き，・t澗助
他の郷1例（N。，2，N。、7．t、よびN。．，8）は講　管1躇四1であつた・

管の長さはすべて50crllであり，実験例No．2が3日1ヨ　　　　　2）　下部腸瀞霞管造設例

に，No，17およびNo．18は5日目に蒋開腹している　　　　　の　’‘Self－ernptying”blihd　loop（蓑7・8・9）

が，術前腸管内にNo．2に｝］場内細菌を102，　No．17お　　　　i契験例No・7：歯管は80cMとし18日即こ再開腹した。

よびNo，18にブドウ球菌を103～↓認めたにすぎない。　　術荊小腸下部に腸内細菌・ブドウ球菌およびウpmルシ

リソパ節内は，右結腸リンパ節に腸内細菌，ブドウ　　ユ薗を認め，術後は腸球菌が新らたに出現した。術後，

球菌および腸球菌などの菌櫨が認められたが，実験例　　　各繭種はブドウ球菌を除いて術前に比し増加している

No．ユ7のように，腸間膜1，ンパ節内に菌を認めない　　　　腸内細菌は，術前E・coliのみであつたが，術後・

ものもあつた。術後は実験例No．2のように各繭群が　　　Proteusがこ才τに加わった。

薯しく増殖しており，　Candidaの誌められた例もあ　　　　E・coliの0群では・086が術前術後を通じて存在

つた。リソパ節内では，腸間膜リンパ節に腸内細菌お　　　し・術後はこのほかに　05・Om5，019・　039・

よびブドウ球菌を認め，術前より菌種がやや多くなっ　　　048・0129および分類不能株からなつていた。

ているが，菌数はほぼ同じであつた。　　　　　　　　　　　b）　’‘Self・－filling”blind　IQop（9elO，11，12，

　腸内細菌属では，術前，腸管内はE．CQIiが主であ　　　　　　　17，18）

り，術後E・coliのほかにKlebsiellaが出現する例　　　　実験例No，4：盲管を80cmとし，14日目に再開腹し

もあつたが，一一般に菌叢の変動は少なかつた。リンパ　　　た。

節内は，実験例No．18において術前Salmonel！aが　　　　桝ぽ前陽内細菌，ブドウ球菌t腸球菌およびウエルシ

認められたことが注目された。ちなみに，本例は，術　　　ユ菌を認めた。術後はこれらの菌数が箸しく増加して

前術後を通じて下痢などの症状は認められなかつた。　　　おり，かつ小腸上部にもみられた。

　瓦coliの0群については，術後種々の型が認めら　　　腸内細菌は，術前E．　coliのみであり，術後Pro一

れ，特定のE．coliが増殖するようではなかつた。し　　teus，　CitrobacterおよびRettgerellaが出現し蔵

かし，実験例No．2では，術後全小腸1こわたつて020　　叢の変動をみた。
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蓑4　　術前・術優の葡数の変励
No．1

6 1 （2）

N⑪。2

（2） 3 3　1　6
腸細．D・貼醐・・＿⊥一一・※一．・　。　・い・・．’1“L，

　　　　S・S・　0　0－一」tt＿＿甑．⊥　　°　　〔li°術内菌

　　毒ド孟球器　i－i　l　l婁一一葛・－1　：：i：1

前ウエルシ糟　。　5．。．、。・　。　※陶……「6　・　・一　。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンジダ　楽　　※　　巌　　※　　O　　。　；　〔，tl　‘｝

D．H．L． 2．し）×106 4．6×106 3．0×1（16 ※腸細

燒 S．S，
　　「
T，1×105　噌

i－u・一■一占」「剛」牌」一’，帆．1隔」L．

一、「炉，
R．0×：1，〔〕‘三　　　占

四馬」「」」冒ρ」噂1ゴr國欄■’

ブドウ球菌　　炉「

「　　o，｝ηu・一一1國L配「「，i「「

@　0

　o「「円

※※　一

5．8

Q，』．

P．．2

P．欝

P．段

術　　　　後

腸　球　菌

oo

0

2．8ズ1〔〕器

P，〔〕〉；1｛〕6

T，〔｝雛膚

A礁o×1112

R．Ox1〔［B炉κ［1「「

@　〔｝

ウ餌ルシユ薗 8．0×1｛15　　”

【円

Q，0×105　　■旧8“

イ“層FF1「閲叩「「hπ1「［

@9．（」》ぐ：K｝13　　「「凹」阿昌．」凹陶

＿．※＿

@※一日一．“日．．田・．圃m吊1摺

@※カ　ソ　ジ　ダ ※ ※ ※

5、8剛測既卿副4、4・1。・
1淵：：：1：：：：諜；罰駿1；乳1：：l

t．8∵i｛｝泓，居。lo唄4講d‘1・m

1．・瑚険漁淑・剛・

1　0　1　（｝　；董．cレlu類

　※：未検査

薗数：材料1チ当りの数値

衷5　　　術前・術後の陽内細繭叢の変鋤
　　　　上部腸管欝瞥造設例（“Self－filling”blind　loop）

”trx－’　’

蕊〉聾位・＼

No．1

No．2

No。17

No．18

1

（2）

3

6

1

（2）

3

4

1

（2）

3

a

h

1

（2）

3

a

b

術　　　　　葡

E．coli

※

E．coli

E，COli

（Salmanella，　Citrobaeter）

（Salmonella）

術　　　　　後

E、coli

E．co1玉

E．coli

※

E，　coli

E．c◎li

E．coli

E．co玉i

E．coli

E．coli

E．co1i

（E，coli）

E．coli，　Kle1）sieUa

E．coli，　KlebsieUa

E．coli

（）：増繭培地からの分離株

※3未検査
　一：腸内細菌が分離されない

E．CO王i

E。coli
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上部腸管宙管造設例（“Self－filling”blind　loop）

No．17 No．18

4 （2） 31 ・　lb 1 1（2）1　31・　ib
0 0 0 0 1．Ox102 0 0 0

0 〔｝ 0
1㎜一．1

@　　0 0
F「

@　0 0
　　1h、、

O

　　　Oi「円一」」一凶一皿．噛「11「罰「一．醒一

@　　〇

　　　0…　，直　L」　一｛一｝　　亨

@　　0

0　　　11 1，0×／03
‘）

3．0×／02

　　L」’L」

O 10x10些 1．Ox103 6．0×102 2．0へ10黙
0 0 0 o 〔｝ 0 0 0

　　　　　「

W，7×108

0 0 0 0 0

oo　　n

0 「巴O 0

o 0 0 0 0 o o 0 0 0

1．0×106　　：L2×108　 3．3×1｛〕6 0　　　　　　0 4，5×10「「　　4．5x10es　2，0×10s　　5．0×コ、OH　　2，0×10s

0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．O×103　 5．4x10「）　3。0×105　　　　0　　　　　　0

＿灸＿9LΣ1］塾t＿＿＿＿9＿．＿　1・O＞く103　－…藁．92≦．1．（）－yl・一・　3。　O×102　　　　0　　　　　　0　　　 5．｛〕×工02　2．OX10：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

0 0 o 0

0

2．0×10↓　　　　0　　　　　　0　　　　　　0 O Q 0 0 o

0 0 0 O　　　　　O 0　　　　　2．Ox10fi　　3，0×10【i o o

0 0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　0　　　　　　Q　　　　　　O　　　 2。OX108　　　　｛｝

　　表6　　　術前・術後の大腸繭0群の変動
　　　　　　　上部腸響盲管造設例（“Self－filling”bliエldユ00P）

0

L隅｝＼、　回

犬＼＼＼＼数
ハro．　＼部位’＼

術　　　　　　　前 術　　　　　　　後

No，1

No．2

No、17

No、18

1

（2）

3

6

※

※

025，　　032，　　086，　　「～

032・　　059，　　086，　　？

032，　　0“「g，　　ose），　　？

　　　　　※

1

（2）

3

6 0133

020，　　？

020，　　？

020，　　？

020，　　？

1
一 039， ラ

（2）
一 039， ？

3
一 039， ？

r 1

旨
一 一

b ？ （0117）

1　　　　　　　　－

（2）　　　　　　－

3　　　　　　　　一

？

083

083，　　？
a

b

？

？

　※：未検査
　一　：E．C◎liが分離されない

　？：分類不能株

（）：増菌培地からの分離株
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表18　　　術前・術後のpHl曄更の変動
ミミミこ＼㌦犬N。・

＼論趣
pH　」亘し

　　　後
※：未検査

No，9　　　　　No．14

ilqi（5）16

7．27．、07．817．8

7，2　7．6　9．2　8，8

・5）1・

速＿

8。6

※

8．8

No．15

（5）　6

8．b

9。　0

8，8

8．6

No．16

（5）　6

8．6

8。6

．卵

8．8

No．17

d（2・13

｝7274
18：6「9’”r／1

8．4

8．6

No．18

il（2）13

7．S17．8

8．07．8

7．8

7。6

衷7　　　　術前・術後の蘭数の変動
　　下部腸管盲管造設例（“Self・－emptying”blind　looP）

ll決～・一一・＼太坤・

ヒ　　　　　　　　　　　Ms－　z．，

＼蘭一型陪＿
No．7

1 4 （5） 6

D．H，　L。 2．0×103　　ρ 1，0×108腸細
燒

S　S， ．※＿．『 0 0
術　　　前

ブドウ球菌 ※ 7．0×1〔｝8 7．O×10“　　一一団」一」」1ヒ

0　「馳…LF

n

腸　球　繭
　　nｦ 0阿．L圃i“h o

，一1「一一一　　．欄7「ヒ

@0劉

ウエルシユ菌 ※ 2．OX1（、4 3．7×ユ0義
7「一一1コーT｝・圃

S．4×106

カ　ソ　ジ　ダ
　　辱ｦ ※ 歯 ※

　腸細　D，H．　L，　1，0×10ti　　1．7x1，0s　　8。　OX　xOT　　2．4xll）7

術1描S．S．　・．2。、0・9．8。、⑪6、，1．，〈．10T’．v”’i’：蕾石「

ブドウ球菌 0 o 0 0

　．Jl髪一＿一垂曇＿＿jJ￥，｛＿＿n．2，L］L≧旦皇曼：＿＿　8。9bく］05　 ．＿2＿二1＿≦＿1≦≧三＿．．．．1．0×10ff

後
　　ウユルシュ薦　　5．1×10’A　　5。【）×106　　3、7×1，0⑰　　1．8×10謡

　　カ　ソジダ　　　※

　※：来検査

菌数3材料19当りの数値

※ ※　　　　※

表　8　　術前。術後の腸内細菌叢の変動　下部腸管樹管造設伊1（1‘Sε1f－emptying”blind　loop）

’緊＼、

瓢融、

No。7

1

4

（5）

6

術　　　　　　　　　前

E；　coli

E．　coll

E．coli

※

術　　　　　　　　　後

E，coli，

E．coli，　Proteus

E、coli，　　Proteus

E，coli，　　ProteUS

※；未検査

表　9　　　術前・術後の大腸菌0群の変動　下部陽管禽管造設例（t‘Self－emptying，’blind　loop）

駄＼識、

No。7

1

4

（5）

6

術　　　　　　　　　前

086

086

※

※

術　　　　　　　　　後

0　5，　　0　39，　　0　86，　　0129，　　？

0　5，　　0m5，　　0　：L9，　　0　48，　　086，　　？

0　5，　　0　19，　　0　39，　　0　48

019，　　0　39，　　0　48，　　？

※：未検査
？：分類不能株



・・8－（292）　　　　　　　　　　　　　　　信州1駕1並；蜘倦

表10　　　　　　　　　　　術前・術後の1！肖数の変勅
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　その他の実験例では，街管の長さはすべて50（mと　　　腸球菌の他に，ウエル・；”　Lee’の誌められプこ例もあつ隠

し，実験例NQ．5およびNo．6は3日自に，　No・13，　　が，菌数はとくに・増加していなかつた。

14，15および16は5日目に再開腹し材料を採取し　　　腸内細菌鵬では，腸瞥内に術前E．collの他に1闘

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずっProteusないしKlebsiellaが認めら才した例も

　術前の腸管内の昏菌群については，上部腸管は下部　　　あったが，E．　coliが主体であり，術後Proteus，

腸管に比して薗種および菌数が少なく，下部｝陽管には　　　Klel）siella，　Citr。bacter，　Enterobaeterおよび

108に及ぶ腸内細薗を示すものもある。また下部腸管　　　Morganellaの出現力～あり麟」縷の蛮動がみられた。　IJ

の菌種の構成は，腸内細菌が主体であるが，ブドウ球　　　ンパ節内では，術前はE．CO王iであり，術後E．　cali

菌，腸球菌およびウ＝ルシユ薦も頻繁にみられ，Can一　　のほかにSalmonellaのみられた例があり注トヨさ2・し

didaは2例に認められた。　　　　　　　　　　　　　　　た。

　リンパ節内には，右結腸リソパ節内のカが腸間膜1」　　　火腸薩の0群では，実験例No，13のように，077

ンパ節内よりも菌種および菌鐙がやts多いようであ　　　が術前の腸管内，術後の腸智内およびリソパ節内に詔

り，腸内細菌，ブドウ球菌および陽球菌が109Naの程　　　められたもの，あるいは実験例No．14のように055

度で存在した。　　　　　　　　　　　　　　　　　が術箭の腸管内，術後の腸奪ll；内およびリンパ節内に認

　術後，陽管内のこれらの各繭群ば一様に増加する　　　められた例があつた。

が，上部腸管蹴管造設例ほどの術前術後の蓬ほ認めら　　　　E、C（，liの溶1血能は，実験鯛No．14，綿，／16にっい

れない。リソパ節内では腸内細菌，ヅドウ球菌および　　　て調べtがいずれも陰性であった。
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一ド音1甥易管，街僧ヨ査設例　（‘‘Self－filling脚blind　Ioop）
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菌数：材料19当りの数傭

　ブドウ球菌の生物学的性状は，実験例No・14，15，　　　抗生物質投与方法および術後腸内容採取時期

16に》ついて調べ，N。・16のよう・tlc術後腸管内お」：び　　1）…起験例N・．8；術前，カナマ・イシソ250㎎1日

リγパ節内の由来株にゲラチソ，溶血およびプロテア　　2圓経口投与。　冨管造設後，ポ目目に第1圓囲腹，第

一ゼ陽性株が認められたが．他の2例も含めて術前術　　1回開腹後，6日目に雛2回開1窺をし，腸内容を採取

後の蓬翼は朋らかではなかつた。　　　　　　　　　　　した。

　pH値については，桀験例No．14，15，16につい　　　　2）爽験例IVo．9：術前，クPラ♂、フエニコール250

て調べたが・術前術後の下部腸管におけるpHの変動　　　7解1日2剛3日聞経口投与し，藷管造設後，3日目に

は翻められなかつた。　　　　　　　　　　　　　　　再開腹し，腸内答セ採取した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）実験例No．10：術後，　クpaラムフエニコール

　　　　　　　　抗生物質使用例　　　　　　　　　　25Q昭2圓2日間筋波し，4日目に再開腹した。

　実験動物，食餌および麻酔方法は前述の通りであ　　　4）実験例No灘：術後，ボスタサイクリン⑬．1．日

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70㎎2製，2日間筋注し，16日目再開腹し．た。

　富管のf乍成方法：小腸下都50cm“Self－filling”　　　　5）実験例　xVo．i2：術後，　クPaラムフ）＝nコール1

blind　loOPの術式を選んだ。　　　　　　　　　　　　　日250㎎2圓，2日間筋注し，12日国に；蒔開腹した。

　腸内容採取部位：前述の小腸下部50cM“　Self－fil一　　　細菌学的検査方法：前述の通りである。

1ing”blind　loopの場禽と同じである。〔図1のユ，　　　　実験例No．8およびNo，9については，前看では，

4，⑤，6〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．H．　L．，　S，　S．およびスタヒロコツカス培地N（1．
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表　11　　　　　　　術前・術後の腸内細菌叢の　変動
　　　　　　　　　　　下ゴi：呂月易衆彗；鷲ゴ管造設伊U　（‘‘Self　fillillg”　blirユ（1　1Qop）

　＼、

’kttitl）x 術　　　　　前
術　　　　　　　後
　（簾：1、「珂聞腹）

術　　　　　　　微

　（第2回ll目腹）

　　（5）　E．coli　　　　　　　　　　E，　coli　　　　　　　　　　　　　　　　　Klebsi〔う11a，　EI1ヒerQbacしer　I3

No．」5＿．旦』刈i＿＿＿＿＿＿＿E・COli㌦蜘r卿刈1三生＿一．＿．．＿．．　．冥1．ρ。li・En噴q1⊃鱒e「B．＿

13a　※（E、　coli）　　（E・c（，1i）
　　b　　　　※　　　　　　　※　　　　　　　（E．c（，li，　Salrnonella）

1 ※ E。CQH

No。 4 E．coli E，coli

4 （5） 一
E，　c〔，li，　1⊃rQteu3，　citr（，baCヒer

6 E．coli 1二　　coli，　　1くctt鍔erella，　　CiLrot⊃acヒer

　　1
No．　4　E，　coli

5（5）E．CQIi

　　6　E，coli

E，coli

王渉　　co玉i，　Citro正）tt〔二七〇r，　1£11terQbacter

IS，　coli，　正，roteし1＄，　（）iLrO｝」aCじer

E・cρli，　Pr。teus，痂tc，roba。ter

　※；．末瞼査

　tt－：腸内細菌が分1おiliされない

　？：分類不朋株

（　）：増菌培地からの分離株

No．

6（5）

　　6

11E．。。1i

4　E，coli

　　（5）

No．6
14　e

　　b

　　（5）

No．6

15　a

　　b

　　（5）

N。・1＿6．．1，

16

b

E．coli

E，coli，　Pr（：）teus

E，coli

l£．　c（】1i，　P1’く♪teuS

E．co11，　Proteus

E．cQli，　Protous

E．coli　　　　　　　　　　E，　coli　　？

＿茎1二＿COli　＿＿＿．＿．＿．、＿．＿．＿＿．ut翠｝、　coli，　ProteUS

　　　　　　－　　　　　　E，coli

E，COli　　　　　　　　　E，　coli

E，coli

E．coli

E●　colit　　Klebsiella

E．　CQIi，　　工く1e1）siella

E．coli E。coli

Kle1）siella

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　 E．　COli，　　　　　？

E．coii，　Klebsiella，　？　E．　coli，　　？

1．10｝こカナマイシソ50μg／認，100μg／η6になるよう　　　Candidaが全小腸iこ認められた。　腸1．’ヨ細撚1はt術前

に加えたもの，後齎には，クロラムフエニコ　・一ル50　　E．coliで占められていたものが，術後第1圓開腹時

A9／紹になるように加えた培地を使用してそれぞれの　　　Morganella，術後第2圓開腹時には，　KlebsieHa，

抗生物質の耐性菌の検査をした。　　　　　　　　　　　　CitrobacterおよびEnterobacter　Bが出硯し。明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らかな菌叢の変動を示していた。大腸菌のo群は，術

　　　　　　　　　　結　果　　　　　　　荊077で占められていたものが，04，01。6オ3よぴ

　術前術後の各菌種の菌数の消長，腸内細菌群の菌叢　　分類不能株が新らたをこ出現している。腸内細菌および

の変動およびE・coliの0群の変動は蓑13114．15　　ブドウ球薗のカナマイシン耐性検査では，術後簾1國

に示した通りである。　　　　　　　　　　　　　　　　開腹時にはブドウ球菌の耐挫繭のみであるが，術後第

　突験例No，8：術後，蜜管およびその上下の麟鳶；に　　　2圓開腹時をよ，腸内細菌の耐1噸窺も出現している（表

各菌種が増加している。　また術後第2回開腹時trこ，　　　16）。
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表12　　術前・術後の大腸菌0群の変動　下部腸管盲管造設｛｛ili（“Self－filling”blincl　loop）

蘇＼ 術　　　　　　　前 術後（錦1回口剛腹） 争町宅麦（第2回【湘腹）

（5）

U

07ア
O77

01「〕6，　？

O　　77，　　　0】06，　　　　　？

　　　　　　｝

O　4
No．13

ab 　　　　　　　※

P　　　※
　　　　　〒「i077，　0106）

@　　　　　※

（077）

i011，　？　）
1

　　　1

　　　4
No．5　　　（5）

　　　6

※

※

※

0136，　？

020，　？
0　20、　　　025，　　　　？

025，　？

※；末検査

v・” FE，coliが分離されない

（）：増菌」音地からの分離株

　　　1　　？

　　　4059，089，0】05，？
No・6（5）　059，　089，　01．05，　？

　　　6　　　　0　25，　　0　89，　　　　？

036，　？
　？

　？

Ol28，　？

　　　（5）

　　　6
No・14”T”－

　　　b

Om2，　055，　　？　　　　　　055，　　？
．＿q項婁・．．、Ω」…三…・．一一一Ω一τ7L．一♀＿＿　　 0　2，　　　　　？

020
0　2，　　（0　2，　　　0　55，　　？）

0ロユ2，　　0　2，　　　0　20，（015）

　　　（5）　　　0106　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？

　　　」1＿＿？．．　』一．．＿．．．一一一　t．．－ttt？tt

N°’151　a　　※　　・・5・？・（8、le，．°5sf））

　　　b　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　（Ol15，　？）

　　　（5）　　　　　　－

　　　6　　　？
Noの16　　　 　一一一 @一一　　一　　　　一　　　　　　　　　一

　　　a

　　　b

081，

081

　爽験例NO。9：この場含も，街管を中心として，各　　　通じて認められるが，・073，0：L10は術前のみしか認

菌種の増加が認められる。また腸内細菌は術t麦Pro－一　　めず，術後，078が新らたに出現している。

teusのkh現をみた。しかし，　E．　CQliの0群は術前，　　　　実験例　No・11：術後，禽轡およびその上下腸管，

術後を通じて020，077および分類不能株からなつて　　　更に術前ヅドウ球菌以外の菌を認めなかつた上部腸管

いた。耐性検査では・クPtラムフー＝ニコー・ル耐性の腸　　　にも腸内細菌，ブドウ球菌および腸球菌の増殖が認め

内細菌が術前術後に・クロラムフm＝コール耐性のブ　　られた。術前に認められなかつたCandidaの出現が

ドウ球齢術後にみられた（・as　16）・pH働こついて　注財れる。腸内liff1菌の蝋では，　ttWi］iJ・・）　E．　C。1i，

は・郵8の’kllくである・　　　　　　　Kl，bsi。11。に加えて，　P。。t。u、　＃6よびP、。。d。m。．

　実験例　No・　1⑪；術前から，各菌種の菌数が大であ　　　nasが出現し，更に菌叢の腹雑化する傾向がみられ

つた例であるが・盲管およびその下部腸管はむしろ菌　　　た。

数が減少している傾向が見られる。しかし・畜管の上　　　実験例　No，12：術前から上部腸管に腸内細菌の他

部には増加しており菌が認められなかつた上部腸管　　 に，ブドゥ球薗およびウエルシユ菌を認めたが，術後

に腸内細菌・ブドウ球繭および腸球菌の増穂が認め　　　は更に腸球菌およびCandidaがこれに加わり，上部

られた。陽内細蘭の菌叢では，術前既にE．coli，　　　腸管に全菌種がかなりの数量で出現したのが注目され

Klebsiella，　Proteusおよび分類不明株からなり，術　　　た。腸内細薦は，術前からE。　coli，　Klebsiella，

後，Pseudomonasが新らたに加わつている。　E．　coli　　Citrobacter　および不明株からなり，　術後も

の0群では，0142および分類不能株は，術前術後を　　　E．coli，　Proteus，　CitrobacterおよびMorganella



122-(296) IE-" el･H fi'i a･L/, eel6ts

A$
E
$
wr
pt
li-l

ss

v
wi

tw

(I)

rd

pa

Q

,8

ee

as

ivpt

ce

ms

･st

6
Z

to

Amv
tr

t-.

=
d
z

e
d
z

m
6
z

co

6
z

co

G
v
st

V-d

o

Aut
v

w

t""

to

i.'-S

an
S-1

"

v'-

to

Anv

v

Vb.

 a e ca co ts
 o. xO. xO. ×2 ×9
-et co o N b-
-' -' ts5 m' =ti'

   e
o ×9 o  rl･
 m
×9
o
-･

 as co o ts-
×9 o ×2 ×9xo.tn o c) c?N' Cv7' vt,' y.p.....
 o
×9
c"l

y?H.

 t'
×2
o
Lr5

 dim-
xo. o
ut

-

 ." o ln
×9 x9 ×9
o o pa.ro'-ou` 1,6

 el' co
×9 o ×22･ :･
 el at×2 o o o xo.

 su
×9
o
g!S

  su
o ×9  o  o,
 anT. "
xo. ×9
9 Ln
ut N

fi-
xR
o
rc･

-･･------da-･･--

×9
co

-

"-Er
Xo.
o
c･i

   n
o ×9  tn
 F.i?..'

 tn
×2
o
rli

 m
×2 oN
-･

 su
.o.
o
ln'

 su
×9
as
lri

F

 n
×9
ro
-･

l o
l

 pm
×2
co
g. -

.r... exo.
o
if

/
W

 co
×9
co
a'

     ¢1ooX9oo    o
    ¢n' oe co eq
×9xo.xa.or o opt.'.,-v:-trT.-.

me

/

 t'
×9
o
M'

L-s"rr
yotg r-t
o
su･

 n
× ･9
o
Lri

 t. ¢ e4×2 xE ×2oo9ca-' -t:in..E.Q.ww

 le
×2
ln
o"

 t' cr:
×2 ×9 o
o co
nt. ca.

 o tH
xR ×2
oo o
-' N'

o oe oe
 co w"×9 o ×9 ×9rt oOts' o' di

 su
×9
o
7･i

 pt-
xv.
t-'

ed

 asxR
crl

N

 eo
xo.
･r)

pm･

   o
o ×2  e  eh.'

 to
〉〈 2

cu
n'

 et
×9
o
di

   oOXON
 o  cu･
 oxg
cs"
,,,.SM}"..H.V

 roxo.
o
N'

 co
xo.
9
ln

 G"t)

xw.
o
Ln'

 w
×9
c?

!s--

 cexR
N
di

 diXR e
tr

"
 o
×2
o
-･

t-- ;tvMt

×o..

9
rF

 os. O
A ..l

-
A

 "xo.
o
N'

 ln
xo.
ny

o

 e)
×9
o
o'

   eoxo.
  9
  eO -.

 o
×9
o
"

 elo5Orllgo
di its

  ---ca--

o ×9  cu
  N'

 rr'-5,ir

o XR
  o
  N'

 ".o.
ri
el･

 rl
×2
LC?

rl--

o
･--- ; -･-

×9
o
t,rS

 pmxOM
Ln.

g...---.

o

- su-
. ×9
 9
 -.N.H.".
 tuxg .
o
A

t ptt

x9
o
co-

o

×suo..,l×ec":.],

lii･ iz(ai

mp

 el
×9
o
tn'

  to
  ×9 o pt･
  tt-ttestt

oxc.
 o  !･

 oxR
N
.co-

 el
×9
o
rY'

 to
)･〈, 9

o
A
 cayo.X "H O
D
o'

Q

 owOA-N
N'

 ca 1di
)〈 2 ×:

ONC"' cr)'
 el-'

×9
o
co･

ss

an

   oe xOel
  o  p.9..-..-.L"

 to
×2
m
"

L×ec.,i ,,gl:

I:･ kn

  nttvrttM.mt

 "xo.
o
-

lk

ri

   ce
o ×9 N ed
   el
o ×9  o
  ou･

 en1

×9 cr oo
g

, :Ig
   th ,oxo.
  pt
  "

 lnxo.
o
co･

-an
×9
w
IA'

 p:
)〈 9

w
Lri

  ts
o ×9  o
  cs:'

 to
×9
a
ti

 tsxE
es1

-ou-- -- -

 coxo.
w
N'

 t'h.O.x ri o
o
LS;

 ts
×9 oln
o'

'r-g '-as-r--rsJ
xg . xg xg
ca noeN]' t-.l' Ln'

     o
oa×2    m    ev･

 ca
×9 o"
ti

--

wa

×coo.I×cao..,

LO Ot-rtt .ut
 lb
×2
Ln
di

co "t co

o o o ×9 o o o o a xo- ×9 oo o 9L g st- o),

el co re 1: cu ts e ab e lo es :n n n o
×2o

o
×9N ×9o xRo ×9o ×9Lt), ×9o ×2o ×Or.

o
x"9o

o
×9n

e
wOAptt

N
×9co ×9ou xo.ts

cu･ oo･ .. ut･

tt

"sttt .ri4

.

" ri･ tc tn' eO' tn' o' cti N'
-

el
tt

pt cu t' to ts dO t" e m " e
×.o
9N o

sxOriclme

o
×2qu･co

o
×9o.op

o
×9o.ri g9
A

×2eqa

o ×29N o
×9"ell"a ×99pm'

xo.o.rf ×9a.-

tt ' "

" ca l-1 co e lp ts w e o su o

o o
×2o

o
x9"

o
xo.co

a
xo.o veAr.t

tg.

x9e

o
×9ts ×9o voAr-

ri

xRan ×9ct x2n

cu･ ts}' el･ g N' A co･ LtS T-･i' di co･ ri

ca
'

L pt Tel 'co de ev

o o
×9su

o o
×9o

o o
×9cu

o' ¢ o O o
xpmco

o
yotsr-l.o ×2ri

. ' . , . .

ca N -
i v N ri

-

A . wa ma
rd q wr
ci U' l,`,'] wr

     .pl ssssgleema

pa kts

g"
'Ats-

H )s
.tr. R

A
.

:
'

Q

J
 b
op
'

ut

me wa

es

ta

ssglggiifg'i' 'rx ss

mo
rl

〉

Ax

yl

"

ste, A

   '" tu
  cii
;ss

.

co
,

ua

R sseceeiK

wa ms wa
     ti
     "ipt di A

ta g
'pt ss rP-

1

k
"
ts

R

rc aes ee $ (warl @gss) ee ss (vaN@eegy)



第2号（・967）　　　　　　　　　　　　　　　　ユ23《297）

（翼

）

Q

．　麺

層

．撮

壁
v■一

（

回

cq

）

（

回

囲

）

．灘

駕

　冨
£

　お
煽

1国
“
Φ

騨o

o
・P

・囲耐

o談
　ののTの
淵m嵩oAo
u⑪o国葭頃

1

自

bO
』
o

h　 恥　 専

，固●州■一

剛一一〇〇〇〇〇〇ウ　　リ　　ら

国国国

5

・抽

韻

犠嚢
髄認
耀降
樫無
囎Q
9●　　●o

lCL’

s

の【口の
口印5ΦQo騨9」脚oook．kさ→
pa　q幽
伽　 」　 蜘

■肖o囲．州
一一一〇〇〇〇〇〇　サ　　　ロ

国国国

渥

1｝

，”t’

／週

●P皿學7咽

一F－oooり，　　
国口

　　（v一噂【ρく9
　　）

6

i　l

電肖　　 o昌
一　　 r喝
o　 oO　 Qリ　　　　

ロ

国　国

　　（で庸「貯瞬く◎

　　）
　　㎝

．

2

ひ・

　ハ　のの　邸縄　霞口
　oo　自日
　o◎　て1τ」
　55　ΦΦ　のco　山口→．
　　　の　い←邸　のu〕q　二1Pto　＄Sl日
　ooo　Hk唱　焦餌口　　　Φ　嶋騎co　ed　rd幽
　一一　r刈囲　澱．9鴇
as亀 Dtg＄＄

　q）oo滋臼醸占
6
■肖　 噛　麟　鴨
ω胃淵綴
，◎oooΦOOQp－　．　9　9
岡戯国国

Φ

Po
H

1　㎡
　激　．9＄
　．のu　ρ＋」　　Φ〇
　一』Q→図角

鴨　　畠　　儀
o回要肖●円
囲一P《oooOOoゆ　・　o
国国国

　　（vrぐmtO　　）
o
アd

⊂ト。

○一．のmΦ

或演鼠鵡
宙

’扁ゴづゴ
．◎ooooooo囲　 ◎　騨　r
M団国Pt

㎡OP
邸邸
q麟oo寅Eoorrコ唱5PΦΦ
のの
幽偽の
．・口
㎝ωo毒呂日
ρPoOOrd
tSk冒自幽o　　の㎡㎡pa
－F→－vI　」．頸，9雲

AJコ＋n
Φoo

Gト・tw

1頸葺
一囲　Oo●囲駒N　のq口AA　①〇一一嶺M
鴨　　“
●囲●圃　・M

一一riooooooゆ

　t　　ぐ国国㊤

　　（v■r『いua
　　）

t“’

w6

ひ胴・e－。

　　の　　の　　」ト明
　　ΦΦ　　A」P　　QO　　祠【d　　rコρ
　　oo　　ト喝トt
幅　軸・P器δ．b”
信　 」負邸　 caの
bO　瓢口執　 o①o　 ←趣＋；

嵩22　σ頃幽P→
㎡
5．詫．－t．A－

＄ち6宅
OOQリト弔　． 。　。

R国国国
一＿圏幽＿胴一開騨一一騨一■開騨噂噌欄一．

婿φ　　　　　・
“

o
Po

o
誤
o

　　　の　付．邸　囲．　一　一　　 囲　o　の　壱祠　　 ■囲

　の　 の

　ρ　，Ω
　の　Φ　F→　　同o．一，図M
の　 ロ　　　 ム

嵩嵩麟自ooooooooロ　　ロ　　ロ　　　

国国蜘識国．

　　（▼學寸齢く◎
　　）
Nv．．
6



124－（298）　　　　　　　　　　　　　　　　信州1気誌塗γゴ16巻

表15　　　　術前。術後の大腸菌0群1の変動
　　　　　　　　　　　　　　　　（抗生物質使用例）

：．L－一

A＼苓音【総＼ 術　　　　　　　前 術　後（策1圓開腹） 術　　　後　（第2回開腹）

　　　1

No．　4

8　（5）　077

　　　6　　077

OIO6，　？

OlO6，　？

077，　0106，　　？

？

04，　？

　　　1　　　　　　　　－

No。4　020，077，？
9　（5）　　　　　　－

　　　6　077，　？

077，　？

020，　077

077

　　　1　　　　　　　　－

No．　4　　0110，0142，　？

10　（5）　0142，Rough，　？

　　　6　　　073，0142，Rough

078，　01．42，　　？

078，　0142，　　？

078，　？

一一一
@：E，　coli　カ9分肉睡さ2し’なし、

？：分類不能株

　　　1

No．　4

fl　（5）

　　　6

？

？

？

　？

073，　？

073，　？

0109

1 ？
一

No． 4 ？ Om2
12 （5） Rough，　？ 020，035
6 Rough，　？ 01112，　0n14，　04，　020

が認められ術前術後を通じて複雑な薗叢を示した。　　　　小腸内の好気性菌は小腸上部には少なく，下部に移行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するにつれ菌数が多くなつていると述べている。

　　　　　　　　総括ならびに考按　　　　　　　　　　　篠田⑱は，食後2～6時間および24時間絶食例の成

犬の小腸の正常の細菌融こついてv：，smith＠が種　犬の陽触i隙・ついて検索し前者醐らかに1縮よ

々の動物の消化管各部位の菌種について検索してお　　　りも薗数が大であることおよび小腸上部は菌数が少な

り，その中で成犬の場合について見ると，健康な成犬　　　く下方になるにつれて多くなることを認めている。

を展殺後直ちに開腹し，胃　（前方部および後方部）．　　　　小野⑲・中川⑳は有芽胞嫌tRC｛tt三菌について検索して

小腸（7つの部分に分け，その1，3，5，7の4ヵ　　いるが・小腸上部には少なく・下方により多く認めて

所），盲腸および蔵腸（糞便）の内容を直接採取し3　　いる。

頭の成犬についての腸内容17当りの繭数の平均値を　　　Smithの成績とBishoPをはじめとする上認の各

期している．これによれば，棚野下部は勿論小腸　蹴者の徽とで1ま，儲が内容樋接撒し後春

上部更に胃内にも，E．　coli，　C1．　welcllii，　Strepto一　　はCreganの方法によつたにしても・菌の存在する

cocciおよびLactobacilliを全例に言忍めており，菌・　部位と菌数に相当の差異が認められる。これは前渚の

数はiOd－・5／gに及ぶ。　　　　　　　　　　　　　場含は，絶食していない犬を屠殺した直後に検査した

　Bishop⑰は，成犬およびラツテを用いて，小腸に　　　ものであり，後者の揚合は24時間絶食し，かつ全身麻

盲管を造設する前後の小腸内の各菌種について検討し　　酊を施して内容を採取したことの差違に誌つくもので

ている。腸内容は，Cregan⑭の方法で採取し，24時　　　あろうか。

間絶食した犬36頭中，2頭が空腸に，6頭が小腸中央　　　　木実験で使用した犬は，術前駆虫薬を｛六し，更に明

部に，9頭が回腸に細菌がみられたのみとしている。　　　らかに病原性を有する腸内細菌（salmonellaおよび

　塙④および小倉⑥によれば，24時間絶食した成犬の　　Shigella）を対象とした細菌検査をし，特に異常のない
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表16　　　　腸内細菌およびブドウ球繭の耐性検査
　　　　　　　　　　　　　　　　（抗生物質使用例）

＼露ミ1魂鑑笹 No．8　（カナマイシン）

tl4　（5）　6
　　　　　　　　　50
　　D．H．　L。
術　　　　　　　100

0　　　　0 o 0

0 0

s．s．一一＿壁 0　　　　0

］00　　　　0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

0　　　　0

、、一．さN・・

培濾恥，
No，9　（クロラムフ：嵩：コール）

D．H．　L．

　50
0

S．S．

　50

0

前 11‘） 50　　　0

100　　　　0

0 0　　4，0×103　　　　110

0　　　　50

0

0 0

術

後

　第
1

圓
閉
腹
）

　　　　　　50　　　0D．H，　L．
　　　　0　　　　0

0　　　　0　　　　0

O　　D．H，　L，

0　　　　50

Q

S．S，

＿勲
50 0 0

1〔〕0 o　　　　Q

0　　　　（l　　　S．S，

0　　　0　　　　50

0

100 50　6．0×／02 0 0 0

1002．0×102　　　0　　　　0　　　　0

110
　　　1，0×102
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ことを確めた。術後は，体重滅少もなく食欲も良好で　　　出現したと述べている。

あり，1ヵ月の観察期闘内では外見一ヒ金く異僧を認め　　　　BishOP⑰は小腸中央部に15磁（14頭）ないし40em

なかつた。fo　xx　L，陽内容採取と同時に腸間膜リンパ　　　（4・　9頁）のt‘　Self－filling　”blind　looPを作成し2な

節および右結陽リンパ節の1部を切除した例では，6　　　いし1．2カ月後の内容を調べ，Staphylococcus　sapro一

頭中2頭が1週間以内に死亡した。これは犬の腸閲膜　　　phyticusを：18頭「オ録例、腸球茜は18頭中4頭および

リン櫛が1ヵ所に集合している解音IP鋤構造⑳もそ　C1，　w。1、1、iiを18頭中3蜘こ調めた。　eれに対し，

の死因の1つと思われる。さて，塞爽験例の腸管下部　　‘ISelf・・emptying”blind　loopには細菌を認めず両術

には，腸内細菌，ブドウ球菌・賜球菌，ウmルシユ菌　　　式による明らかな差異を強調している。

およびCandidaが存崔し，ウエルシユ菌が1eS．ブ　　　　小野⑲は，有芽胞嫌気憔菌を対象に調べているが

ドウ球菌が10b認められた例もあつた。陽管の上部に　　　3週目に下％の窒置腸管からCI，　welchiiを分離し，

は，2，3の例外を除いてほとんど細菌を謝めなかつ　　レプリカ法で5例Pt　O，高腰寒天法で7例中3例，熱

た。よつて，上記の諸文献と比較して，本実験で使用　　　処理により5例中4例に認めている。

し九ものは健康な犬とみなして艮いと思われる。　　　　　　著潜の場合，腸内綱菌を上部育管に100～s，下部盲

　篠LH⑯は，成犬の全小腸のtl“2／s，下％および上1／2の　　管に10伽oの繭数を認め，菌叢は前者に比し後者の変

空置腸管を作り術後3週目の上部および下部の劉酬易　　動の方が大であつた。ブドウ球菌は術後上部盲管造設

管内に107’”8／meの繭数を認めている。菌叢はKre一　　例の5例中3例にみられ菌数は102－－sであり，下都の

bsiellat　ProteusおよびGloacaからなつていた。　　　それでは8例中5例にみられ菌数は1併～7であつた。
　塙④は単純開腹の影響として術前のE・coliを中心　　　腸球菌は上部盲管例で1．例にみられその菌数は10↓な示

とした菌叢に，術後ProteusおよびMorganellaが　　　し，下部のそれには全例にこれを認め，菌数は105～sで
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あつた。c1．　welchiiは術後上部盲管例で5例中3例に　　　020が1例に謂められた。術後腸笹内審llh来1乗では

みられ，菌数は10sであり，下部のそれでは8例中7　　0m2，0m4が1例に，04が2例に，05：雑よび

例にみられ菌数は105褐であつた。さて，Weipers　　Om5が1例に，　OI9が2例に，020が3例に，025
⑦らぽ8～10碗の遊離閉塞腸管を空腸に造設したとこ　　が2例に，032，035および03Gが1例に，039が

ろ・無処置群の生存期間は1週閥以内であつたことを　　　2例に，048，059および071が1，例に，077が2例

観察し，死因をG1・welchiiに求めている。もちろん　　　に，078および083が1例に，086が2例に，0：106，

術式が異なるにしても，本突験でもこの菌’の増殖をみ　　　0109，0128，0／29，0136および0142が1例とな

た例があるが・とくに病的症状は認められなかつた。　　　つており，リソパ節由来株では02が2｛知iに、O　ln2，

Candidaは・全検査例の9例中術前2例1こ認められ菌　　　011，015および020がコ．例に，055および077が

数は102を示し，術後は6例に認められ：LO8－－aの菌数　　　2例に．，0115およびOl17が1例にみられた。

を示した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いかなる0群が犬に病原憾を有するかについて鳳，

　糠験の舳が翻拭の比較’αよないため，例数が　不明であるカミ，織験の範囲内では術1】備級を通じ

不揃いであるが，本雲験の範闘内では，一般にいかな　　　てとくに頻度の大と思われるものは見幽らなかつた。

る術式でも，また採取時期が異なつても，術前に比し　　　また，リソパ節には，特別の’型はみられず，E．　coli

術後は各菌種の繭数は増加し，拙島内細菌叢の変動を来　　　の溶jfiL能ほすべて陰性であつた。

たす。菌数の変動は上部腸管貰管造設伽1に著しく，術　　　　術後，0群の型が，術前に比して増加したのは，原

前には細菌のほとんど認められない」・部囎に繊正　因¢・一つとして漉蹴充分齪1…1鶴たが，犬雌。

常の購部におけると【覗度の菌獅増力眈みた例も　的畷取した鋤のE．・c。1iが乎伽，㈱9セこよつて，

あった。　（実験例No．2およびNo．3）　　　　　　　　爵管を中心として畏くとどまり増殖したためと思われ

　この点下部腸管は，はじめから常在菌が相当数存在　　　　る⑳。

して励蝋の増鰍螂のそれに上ヒし砂ない畝　　押ウ球齢櫛チ・液イ臨げグラーゼ漁能，
に“Self－－filling”　blind　1°・Pと“S・lf－・mP・yi・9　” @マ・・ットール分糠，融能および犬に1辮鮪す
bli”d　1°°Pの差観ると・蠕1；醐；O：造継れ湖　るとい棟宅＠ブ・テァーゼ劇懸。つ、、て嚇輸

合醐らかに瀦の方礪獅曽加猷であり・下部　鯉鋤はSLIられず，鰍・陳徽性のあ礁が増加

のそ擁は術前徽嘘がほとんどみられない・・の　するようではなかつた．しかし舖轍勲肌てリ
点・…h・P⑰は，‘’・・1f－em・・y…”b1・・d　1・・P内　・・舳・はブドウ鞭撫Uされた例が鋤りた。

に融嬬めていない・・れは贈の造灘齢よぴ　近年・搬物質の陥床的応用により憾染伽絵療

獅欄など嵯異のためと肺れる・　　　は様鞭遭し認があるが，一方その鰍糠糊
　消化管における細菌の増殖とpH値は密接な関係を　　　は．薦交代痙⑫⑬によつて代衷される種々の副作用を

机㈱り・搬に・H値がアルカリtr・傾くと細齢増　惹鮒る．・れ・・附艘獅繭ぴ鵬床的研究も
加するようであ・⑰，⑱・著糊含でも・㈱・砒　多く，M・1・er⑬，・・ウ・、。。，。プ、。，。。轍与

し鰍はアルカリ噸いており・菌拠糊していた・　すると，S・lm・n・ll・e・対する感難欄く価。と
嫡灘⑳蠣・鋤物・腸管内容伽・よび翻　嬬め，・・Sm。11，、n。。、，、，u1。，i。9，＿、。。til，，

膜リソパ節のE，coliを分離しその血清学的分類を行　　　Gram　negative　rods”ヵ竃in　vitroでSa玉moneUa

なつている・犬について峨繍よ糞働蛛株では瀕　の離を区11iL、す拗質雄生したことを認みごいる。

度の大なるll贋か襟げると087・・28・・8・O・Z・　D・b・・は，　Swissmice　1’：ぺ。・リ。，，。、、。エ

゜4・021・°2°・Og・°3・°6・°7…5，・34・　＝・　＝　一　．，・，テトラサイクリ・欝えるとiE常には

゜53・°62・075・°1°蠕よぴ0117であり・㈱　L・…bacillusカ・多いが，騰齢よびグ・・陰1耀

膜リン櫛蛛株では゜21・8・・25…8・・Z・7・　齢増加し設薬を祉する！tl　Lac・。bacill。，繍

073，028・085・015，055・0115・01，087，　　　加したと述べている。

°88・°1°8・°7，°13，°112・・39…°710・24・　蘇⑯は，モルモ・トを用い，騰翻伽交灘

および0ユ26の型を分類している。　　　　　　　　　菌叢ならびに，クロラムフa・＝＝一一ル，テトラサでク

鵜暢舗繭鰯翻勧耕では・・叫　 ・・，エ・ス・剛・・階後の難更既の鱗
05・02°・025・055・059・073が・働・・077　剤鮒髄駄つ・・て舗加嫉鞭厩籾，，
が3例に，086，089．　，01Q5，0工O’j，　OllO，0133　　ロラムフエユロール，テトラサイクリン，＝一リスμマ

および0エ42が1例にみられ．eンパ節由来株では　　　イシンを投与すると，投与直綬は菌数は減少するが欝
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び増加して正常に戻り，クロラムフエニコール投与　　　べているが，ウイルスは存在せず，空腸の1／sには菌を

後，Proteusが署明に増加し，次いでブドウ球菌，酵　　　認めず残りの％にはAerobacter　aerogenesが10

億およびCandidaも比鮫∫i勺頻蜘こ検出され，テトラ　　L’　N7，次いで，　E．　coli，　ClostridiaおよびLactoba一

サイクリソ，エリスロマィシンではProteus，次い　　　cilliが荏在し，8例の回腸はすべて有菌であつた。この

でブドウ球菌の増加を認めている。　　　　　　　　　　場含もAerobacter　aerogenensが105～7の藺数を示
　成犬を用い外科的操作を加えた実験では，小倉⑥　　　し，α一type　strep’t（》coccus，β一hemolytic　stre一

はt閉塞腸管，空置腸管およびIlll粥1｝閉塞腸讐の造設　　ptococcus，　E．coli，　Neisseria　speciesが103以上，

時，造設後および解除後に，カナマイシンを使用する　　　Lactobacillusが5〔〕％｝認められたが，薦数は1例を除

と，菌数は一時減少するが再び増加すること，菌叢で　　　いて1．os以下であり，　Bacteroidesも1例を除いて

はCitrobactor，　ProteusおよびIlafniaの出現が　　　105↓怯下であった。

目立つたと述べている。　　　　　　　　B・・n・id・⑫剛鞭術をうけた50名の購の腸内馨
1〈6tyi⑳は，60名のヒトa）該・鞭の好難1…菌欄べ，　なC・・9。nの法により採取し，窒】陽上部25例と1醐

スルポソアミド剤，ストレヅトマイシン，クロラムフ　　　宋端25例にっいて調べ，撫腸には僅か5例（2〔）％），

エニコール，オキシテ1・ラサイクリソ，mリスロマイ　　回腸では7例（28％）に菌を認めなかった。小腸内の

シンを投与してその効果をみたところ，ブドウ球繭，　　　平均静気性菌数は嫌気性三薦数を上圓っており，ZOIo／

腸球繭，KlebsiellaおよびProteusが増加したもの　　　磁の繭数を示したものもあつた。小腸から分離された

があ・つたと報蕾している。　　　　　　　　　　　　　　　菌種は，好気性菌としては，E．　coli，　Aerobac’ter

淋⑰は，健脳20名，樋蹴・・齢3銘の計5銘　aeroge。es，　P。・…1。n　b。、teriunl，　Bact，rium

について，オーレオ’マイシソ，テトラサイクリソ，　ク　　　anitratum，　PseudOmonas，＄taphylococcLts　aure一

ロラムフエ昌コ　一一ルおよびストレブh－？イシンを薬用　　us，　Streptococcus，腸球菌および酵曝搬菌であり，

雄：締i：】投与したところ，嚢便内のColi　aerogensの　 嫌気惟菌としては，　Clostridiurn（Cl．　perfringens

減少，菌交代症的にProteus　PseuClomonasの増加　　　を禽む），　Bactoroides，　Lactobacillus，　Veillanella

したことを述べている。　　　　　　　　　　　　　　　および嫌気性連鎖球菌であった。

輔⑱は，繍亥，赤痢」陽チ・スおよび懸［熱鵬に，　燗⑩らは112名の翻賄をうけた瀦について，

ストレプトマイシソ，クmラムフ・T・　・＝コ　・一ル，テトラ　　　胃，十二指腸，究腸，横行結腸中部，胆灘および胆道の脅

サイクリンンを投与したところ，PrQteus．　Candida　　内容について検査しているが，細繭叢は，腎部、十こ二指

および球菌が増加したこと，ストレプトマイシソ筋涯　　　腸および聖腸からなる上部腸管部，横行結腸部ならび

により耐性大腸菌が，クpaラムフエニ留一ルにょり軽　　　に膿嚢および聡道からなる胆道部の4部分に区矧」でき

度耐性の定着大腸菌が，テトラサイクリンにょり大腸　　　るとし，各疾患別による各部位の菌叢の藻違を述ぺて

1菌が消失するが，中止すると軽魔謝性の礎藩麟がみら　　　いるが，比較的腸管内繭叢に，影響が少ないと思われる

れたとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　胃炎の場合についてみると，窒腸ではStreptococcus

　そこで著春は欝管を造設したのみでも，術後菌数の　　　がO・88（logloに換算した値），　Emterobacteriaceae

増加ならびに顕薯な繭叢の変動がみられるので，これ　　　が0．66で他の繭種は0であり，横行結腸からはVeill一

に加えて抗生物質を投与した場合について観察したと　　onellaを除いてすべての菌種が存崔している。

ころ術後は依然として，菌数の増加および薦叢の変　　　　これらの成綴から，犬とヒトとは，多少の差違はあつ

化がみられ，特に，5例中4例にCanidaが，5例中　　　ても，脚ま類似し．た傾向の菌叢を有することがわかる。

2働こP・eud。m。・・sが認めらSt，抗生物質を与え　　北川⑫は，象兎の門脈．総月贈胆汁および搬流血

ない例ではPseudomonasは認めなかつた。また，　　　内は無菌であり，　E．　CQ王iは直接門脈1血に吸1反され肝

カナマイシンおよびクロラムフエニコ　”・ルの耐性菌も　　が細菌を摂取抑留し，流血内の菌の阻止に関与してい

認められたq　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るらしいと推測している。

　しかし，モルモットにぺ＝シリン⑲あるいはBaci一　　　鈴木⑥は，成犬の小腸に人工的にイレゥスを作成

t・acin⑩のよう蹴生物質を与焔と儲内菌叢の著　し，術獅腋のjl・1・，脾，門脈血，聯矧脚、．・節お

しい撹乱を起し動物を死に至らしめるほどのものでは　　　よび腹腔内における好気性菌を検索し，腸間膜リンパ

なかつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　節には，半数例に腸管内に由来すると推定される少数
　Kalser⑪は30名の健贋｝誠人にチユーブを飲ませて　　　の菌が存在しており，抗生物質の健111によつても変動

空腸および圓腸の腸内細繭およびウイルスについて調　　　がみらね、ないと報告している。
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　著渚の場合は，術前，右結腸リンパ節には，主とし　　　　2）術接，il’11定のE．　coliの0群が増加す考3　：．烈，k

てE，coliを主体とした菌が認められ，腸間膜リソバ　　　認められなかつkが，術前術後な通じて腸管内ふ1よび

節では，右結腸リソパ節よりも少ない。術後、腸管内の　　　リンパ節において同じ魏を有する例があつた。

菌の増殖につれ，結腸リンパ節内ではそれほど変動は　　　E・coliの溶1輔旨1汰すべて陰性であつた。

認められないが，腸間膜リソパ節では，術前，E，　CQIi　　　3）　ブドウ球菌のゲラチン液化能　罰アグラ…ゼ産

は5例中3例に認め，術後，E．　coliは6例中4例，　　　生能，マン」ツトール分解能，溶」丘L能お」：びヅcrテア

プドウ球菌は6例中全例に出現している。　　　　　　　　一ゼ産生能については，術前術観に煎異｝よ認められ歳

Flei、ig⑭らは，開腹術を郵ナた47名の患者につ　かつた。

いて，末欄【L（前腕㈱脈），罹患臓ll3の皮配門脈lfN，　　4）本i鰍における抗f，ll．9勿質の側1砿に関すゐ限り

腸管壁，腸管腔およびリンパ節に．っいて細菌学的検査　　　に1｝δいて鳳，術後の菌数のSi“？加は抑制されず，1かも

を行い，末梢血および門脈1加塞無菌であり，腸管腔お　　　特にCanclidaおよびPseudomOnasの出逢見がみ職・

よび腸管壁に90％，所属リンパ節には60％の率で菌を　　　れたこと庶注意な要する。

認めた。菌はグラム陰i生桿菌であつた。また，手術時　　　5）正常犬に二｝δいて，ヒトの1ll腸炎（aC賦e　kttwgt一

胃腸管からの細藺ば，粘膜を穿通して腸管購からリソ　　　roenteritis）の起屡1菌となる055，08610．　128，0

パ管に入り，リソパ節で阻ti－一され，流th1．中の一次的細　　　】3（㍉および腸響外で病原性を示す場含があljf，　02，04

繭侵入は起らないと結論している。　　　　　　　　　　を認めたことさらにSalinonel正a　B群嘘’腸讐内に認

一方Sh・・m・n⑳は，1934年力・ら1958年の間にユ：aO　めずリンパ節内に検1、Llしたことが1・醐された。

例の肝膿瘍を検討し，その膿瘍内にE．co工iを64％，

St、phy1。，。。、u、　au，e。sを44％次いでP・。t，u，　稿鰍るセこあたり・欄・櫛肋いた漁・た肝li’〔

vulgarisを謝めている。　　　　　　　　　　　　　　　行教授ならびに田崎忠脳｝教授に深謝するとともに，駆

鞘の成緻によると，次の謎暇調IIち讃糸鵬リソ　虫VC関して員旙激示をいただい燃麟‘轍授に惑

櫛に術前に繊が存在していたこt，術後に剛・ll場　謝いたはす・

内曙し噛数および菌種の増加力劔められ，かつ術　　さらに綴穿懇駄る指勲いただいた小1木滋助蝦

前に闘噛がほとんど認められなかつ鵬間脚ソバ　なら凶こ細欝灘松欄鋤手に’1：’か輔憶搬し

節・術後E．・・li，ブドウ球齢どが融度燃めら　種々の蜘をいただし・た野外科灘貴1鰍学教察

Ptkことから撒多働細齢容易にごオ、らリソ櫛　員ならびに医動物轍室員に深く感謝いたはす・

に侵入することが考えられる。このことはFleisig⑭

およびSherman㊥の報告と合せ考え，今後輿に充　　　　　　　　　　　文　　献

分検討すべき間題と考えられる。　　　　　　　　　　　①松倉三郎：日本外科全鶴、22：1．16，爾流當，東京，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1956　　②松愈三郎・他：外科治療，15　：　518，1966

　　　　　　。　　結　　語　　　　　　　　　　　　③服部博之：日外会誌，67：12Q7，1966　④塙　安

　成犬を用い，上部および下部小腸VL50cm～80cmの蹴　　雄：日外会誌・623593・1961　　⑥鈴木至誠：日外

管を造設して，その術前および術後3～18臼旧の小腸　　　会誌・62　；568，1961　　⑥小禽　｛蔭：外科の領域．

各部位の腸内容および腸間膜リンパ節（右結腸リンパ　　　9：IL・1961　　⑦Weipe「s・W°L’＆Ila「pe「t　E・

節も含む）t／tっいて細菌学的検索をして次のような結　　　M・：」・Path・Bact・・8アニ279・1964　⑧Cohn，1・1

論を得た。　　　　　　　　　　　Bu1L　Ny・Acad・Med・・40・863・1964　⑨C・hn．
　D　術後，腸管内の各菌種は明らかな増殖が認めら　　　L；Ann・Surg・・156：692・1962　⑩Yale・C・E．

れ．特に上部腸管に宙管を造設した例に術前術後の差　　　＆Altemeier，　W・A・：Surg・ForUm・，151294，

異が著明であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　1964　　⑪浜口栄祐・他：外科，24：7，1962

　術後，pH値は術前に比しアルカリに傾いていた。　　⑫高山坦三・稗貫　博：外科，25：447，1963　⑬E－J｝

　腸間膜リンパ節内では腸内細菌，ブドウ球菌，陽球　　　藤牽徳・他：医療，16：379，1962　　⑭中川　澱・

菌およびウエルシユ菌が認められたが，主にE，coli　　他；三重医掌，　gtgO，1965　⑮Deliipiani，　A，　W，

およびブドウ球菌であつた。これらの菌は容易にリン　　　＆Girdwood，　R．　H。；Clin．　Sci．，26：359，19d4

バ節に侵入し得るものと思われる。このことは腹部臓　　　⑯Sherwood，　W．　C．　et　al．；　Anier、　J．　Dig．　Dis．，

器に細菌の侵入する一経路を示唆するものと考えられ　　9　：　416，1964　⑰Bishop、　R．　F．：Brit，　J．　Exp，

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Path，，44：189，］．c）64　　⑱篠田伊豆雄：三煎医学，



第2弓弓・　（1967）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　129－（303）

4；1807，1960　　⑩小野璽夫，三重医学，7；239，　　　⑱中川渥：三璽医掌，9；49、1965

］，964　　⑳相馬暫夫：日外会誌，66：746，z965　　　　⑰Mortimer，　D，　C，　et　a1，：Amer．　J，　Dig。　Dis．，9

⑳卜部美代志・他：日消病会誌，62：1477，1965　　　：416，1964　⑳Legler，　F・tmd　Zeitler，　G．：De一

⑳北川昭三：岡山医誌，73：7，1961　　⑳Miller，　　　utsch．　Med，　Wschr．，87；695，1962　　⑳Sakaz－

M，E．：AnatQmy　of　The　Dog，　P　450　45】，／965，　　　aki，　R．＆Namioka，　S．：Japan，　J，　Exp．　Med，，

Saunders　Co．，　Philadelp’hia．　London　　⑳上田直　　　26：29，：L956　　⑩Sears，　H，　J，：J．　Bact．，71：

紀：北外会誌，9：41，1964　　⑳石井良治・他！臨　　370，1956　　⑳ブドウ球菌症の爽験的解1・」〒，㌶21回

外，20　801，1965　　⑳～甜己秀雄・他編：病原微生　　　日本細菌「単会関東支部総会別冊　　㊥牛場大蔵：綜合

物学，細菌総P．287－308，1966，医学謬｝院，東京　臨床，12：1131，］963　⑯真F啓明：臨床と研究，

⑳Sakazaki，　R・et　a1・：Japan、　J・Exp，　Med・，30：　　42：2〔｝75，／965　　⑫Miller，　C．　P，　l　Uni　Mich，

13・119　60　⑳Chapman・G・H・：」・Bact．，51：409，　　Med。　Bほ11、，25　：　272，1959　　⑯環藤秀雄：関酉医

1964　　⑳Halna，　A．　A。＆Perry，　C。　A．：Amer．　　学，91：tO37，1957　　⑳K6tyi，工＆Barna，　K，

J・Pub・He旦1th・・33；550・1943　　⑳瞠生翁難修；　　：Acta　Microbiol，　Acad、　Sci，　Hun竃．、9：317，工963

微生物検査必携，P．207，1966，臼本公衆衛生協会，　　＠竹本忠良：日本内会誌，44；546，ユ955　　⑬，，1・1西

東京　　⑭Edwards，　P．　R．＆Ewing，　W．　H．；　　良：臼伝会誌，29：276，1955　　⑩Farrar，　W．　E，

工dentification　of　Enterobacteriaceae，2nd・ed・1　　　＆Kent，　T．｝1，：Amer，　J。　Bact．，47呂629，1965

1962・Burgess　Pub・，　Mineapolis・U・S・A・　　　　⑩Farrar，　W，　E，　e七al。：」。　Bact．92：496，1966

⑭田崎忠勝。松本頴樹；策2順旧本細繭学会関東支　　　⑳Kalser，　M．　H．　et　a1、：New　Eng．　J，　Med。，274

部総会謡徽抄録，33，1966、1］・　⑯C・w・n＆　・50。，1966　⑭B・rn・ide，　G．　H．　et。い」．　A．　M，

St・・1：M・・n・・1　f。・the　ld…tifl・ati・・。f　M・di　A．，196・1］．25，1966　⑲ブ〈acill男・他1日細会誌，

cal　Bacteria・P・112－113・155・工965・Calnbridge　　20：工68，1965　　⑭Fleisig，　N，＆Hayes，　M．　A，

University　Press，　LonClon　　　　　　　　　　　　　　；Amer。　J．　Surg，，105：108，1963　　㊥Shernan，

⑭Smith，　W・H・：J・Path・Bact・89；95、1965　　J．　D，＆Robbins，　S．　L，：Amer．　J，　Med．，28：

⑳Cregan，　J．　et　a1．：Brit、　Med．　J．，2：1248，1953　　943，1960


